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概要　ボ ラ ン テ ィ ア 369名 お よ び 名古屋大学医学部附属病院 分院産婦人科受診者 308名を対象 とし， 本邦

婦人 に お け る 多毛 の 程度を調査 した，多毛 の 程度 lt　Ferriman　and 　Gallwayに よ り考 案 された評 価法 に

準 じた ス コ ア で 評点 し，多毛症 の 診断基準，多毛 と 月経異常 な ど に つ き検討 を 加 え，以下 の 結論を得 た．

　1．ボ ラ ン テ a ア 369名 を 対象 とす る 多毛 の 調査 で は ，多毛 ス コ ア O 〜4 点，290例，5 〜 9 点 ，
51例 と

9 点まで に 全体 の 92，4％が 占め た．

　2．多毛 ス コ ア と は 別 に ，ホ ル モ ソ 感受性が と りわ け高い と考え られ て い る九つ の 部位 に お げ る 多毛 の

評点 ， す なわ ちホ ル モ ナ ル ス コ ア に お い て も同様 の 傾向を示 し 0 〜2 点が286例，3 〜5 点が50例 で あ り，

91％が 5点以下 で あつ た ．

　3．部位別 で は 乳輪部 と四 肢 に 終毛発生 が 多 く認 め られ た が
， 全体 に 欧米婦人 に 比 し低 く， 本邦婦入 に

お け る 多毛症 の 診断基準 ば 多毛 ス コ ア 9点以上，ホ ル モ ナ ル ス コ ア 6点以上 が 適当 と考え られ た ．

　4．月経異常 と多毛 の 関係 で は
， 月経異常 を示す婦人 で は 正常月経婦人 に 比 し て 多毛 の 程 度 が 強 く，

ア

ン ド ロ ゲ ン の 過剰分泌 ， 月経異常 と の 強 い 関連 性が 示唆 され た ．

　5．月経異常群を黄体機能不全群 ， 頻 発月経群 ， 稀発月経群 ， 無排卵性月経群 ， 無月経群 に 分類 し多毛

の 程度を 検討す る と ， 頻発月経群 を除 くす べ て の 月経異常群 に お い て ，正常 月経群 に 比較 し多毛 ス コ ア

の 高値 を 認 め た ．

　以上 の 結果 よ り，多毛程度 と月経異常 の 間 に は 相関関係 が 存在す る と考え られ，多毛 ス コ ア を系統 的

に 評価す る こ とに よ り，月経異常，ホ ル モ ン ア ア パ ラ ソ ス に よ る 種 々 な婦人科疾患 の 診断 お よび治療 の

有効な手段 と な りうる こ とが明 らか に なつ た．

Synopsis　Three　hundred　and 　sixty ・nine 　volunteer 　women 　and 　3080utpatients　were 　studied 　to　clarify　the

criteria 　 of 　hirsutism　 and 　the　relationship 　between　a 　grade 　 of 　hirsutism　 and 　menstrual 　 status 　in　Japanese
women ，　 The　body　hair　growth 　was 　assessed 　accord 洫 g　to　the　modi 丘ed 　score 　system 　described　by　Ferriman

and 　Gallway．　 The 　menstrual 　status 　was 　classified 　into　 six 　groups　based 　on 　basal　body 　temperature ．

　The　hair　growth 　score 　calcuiated 　ln　volunteers 　tended 　to　be　lower 　than 　that 　of 　westem 　women 　in　most

sites ．　 Therefore　one 　criterion 　of　hirsutism三n ∫apanese 　women 　should 　be　a 　score 　of　more 　than　6　points　in
our 　system ，　 There　was 　a 　close 　corTelation 　between　body　hair　growth 　and 　menstrual 　status ．

　As 　a　result ，　it　can 　be　considered 　that　the　systematic 　assessment 　of　body　hair　growth 　is　useful 　in　diagnosing
and 　treating　some 　irregular　menstrual 　pat三ents ．
Key 　words ： Hair　growth 　score ・Hirsutism ・Menstrual　statu9 ．　・Japanese　women

　　　　　　 　　 緒 　 　言

女性 に お ける 多毛 とは ア ソ ドロ ゲ ソ に 感受性 の

あ る身体 の 部分すな わ ち 顔面 ・胸部 ・腹部 ・ 背部

な どに 終毛の 発生を認め る場合を言 う
6）12｝

．
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　多毛 の 原因 に は 遺伝的 ・家族的要 因が 挙げられ

る が，卵巣・副腎か らの ア ン ド ロ ゲ ソ の 過剰産生 ・

皮膚 の ア ソ ド ロ ゲ ン に対す る感受性 の 亢進 な どを

指摘す る報告が 多 い
15＞．

　 ア ン ド ロ ゲ ン の 過剰産生 ・代謝異常 に よ る多毛

の発現 と稀発月経 。無月経な どの 月経異常 との 関

連を研究す る こ と は ，ア ン ドロ ゲ ン の 成熟婦人に

対す る影響を 知 る上 で 重要 な こ とで ある
6）9）12）

．

　従来 ， 多毛症の 診断基準に つ い て は 諸外 国で は

幾多 の 報告がな され て い るが 5）T）s）11｝14）
， 本邦婦人 に

お け る多毛 の 程度 ・頻度お よ び そ れ らの 系統的判

定基準を 明 らか に した報告は み られ な い ．

　今回 著者 ら は 本邦婦人 に お け る 多毛 の 程 度 ・ 頻

度の 実態調査 を行 うと とも に ， 多毛症の 診断基準

を明 らか に し，さ らに 多毛 の 程度 と月経異常 と の

関連を研究 した の で 報告す る．

　　　　　　 研究対象お よび方法

　 1．研 究対 象

　 18歳 か ら37歳 ま で の ボ ラ ン テ ィ ア 女 性 369名 お

よ び昭和 57年 5 月よ り昭和 60年 8 月ま で の 問に 名

古屋大学医 学部附属病院分院産婦人 科外来を受診

し た 18歳 か ら46歳 ま で の 患者 308名，計 677名を研

究対象 と した．

　 2．研究方法

　 は じめ に 閉経前婦 人全般 の 多毛 の 程度 の 傾 向を

知 る 目的で ，ボ ラ ソ テ ィ ア女性369名 に 対 し て 多毛

の 判定を行 つ た．次に 677名中 ， 基礎体温を計測 し

得 た 397名 を 五 十嵐 の 月経 異常 分 類 に よ り分類

し
1 ）

， 月経異常 と多毛 の 関係 を研 究 し た ．す なわ

ち ， 正常 月経群 ， 黄体機能不 全群 ， 排卵性頻発月

経群（以下 ， 頻発月経群 と略す），排卵性稀発 月経

群 （以 下，稀発 月経群 と略す）， 無排卵性月経群（無

排卵周期症 と無排卵性稀発 月経を含み 以下 ， 無排

卵姓月経群 とす る）， 無月経群 の 6群 で ある ．

　多毛 の 程度 の 判定 et　Ferriman　and 　Gallway の

考案 した基準に 準じ て ，体表全体 を 11区分 し （図

1），各 々 の 区分に お ける終毛の 発生程度 に応 じて

ス コ ア で 判定 した．終毛 の 発生が な い 場合 を 0点

と し そ れ以上 は 終毛 の 発生範囲の 広 さ に よ つ て 4

点 ま で の 評点を与 え ， 各部位 の 合計を 多毛 ス コ ア

と し た ．た だ し部位 10 （大腿）お よ び部位 11 （下

腿）に つ い て は 若干点数の つ け方 を変更 し た （表

1）．な お
， 終毛 に つ い て は

， 抜去毛を顕微鏡 下で

観察 し髄質の 有無に よ つ て 判定 した 、

238697

10

ー1

図 1　 Ferriman 　and 　Gallwayの 体表区分

4859
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　 と こ ろ で ， Ferriman　et 　al．に よれ ば，部位 9（前

腕）お よ び部位 11 （下腿） は ホ ル モ ン と の 関連性

が低 い と考え られ て お り， ホ ル モ ソ と の 関連性 を

よ り的確 に評価 する た め に は ，部位 9 お よび部位

11を除 く九つ の 部位を もつ て 評価す べ ぎで ある と

考 え られ る．そ こ で 本研究 に お い て もホ ル モ ソ と

の 関連性を検討す る た め に ，多毛 ス コ ア と は 別個

に，部位 9 お よ び部位 11を除 く他の 九 つ の 部位の

合計点を ホ ル モ ナ ル ス コ ア として 評点 した 。なお ，

多毛 ス コ ア の 採点 は 客観性を高め る上 で 全例 著者

が 行 つ た ．有意差検定に は T 検定 お よ び X2 検 定

を用 い た ．

　　　　　　　　　結　
・
果

　研究対象 677名の うち
， 基礎体温 の 得 られ た の は

397例 で あ つ た ．表 2 に 月経異常 の 内訳 を示 した ．

すなわ ち正 常月経 群 100例，黄体機能不 全群 114例，

頻発月経群 19例 ， 稀発 月経群 49例 ， 無排卵性月経

群 42例，無月経群 73例 で あつ た． また平均年齢 は

各群間に お い て 有意差 は 認め な か つ た．

　図 2 に ボ ラ ン テ ィ ア 369名の 多毛 ス コ ア の 分布

を示 し た ．横軸 に 多毛 ス コ ア を ， 縦軸に 症例数 を

表 した．そ の 結果 ， 終毛 の 発生 の 全 くな い 0 点 が

最 も多 く， 0点か ら 4 点が 290例 （78，6％）， 5 点

か ら 9 点 が 51例 （13．8％）， 10点 か ら14点 が 26例
（7．0％）， 15点以 上 が 2例 （0．54％）で あ り，多毛

ス コ ァ が増加す る に 従 い 人数が漸減する傾向が認

め られ た ．

　 図 3 に ボ ラ ン テ ィ ア 369例 の ホ ル モ ナ ル ス コ ア

を示 し た ．横軸に ホ ル モ ナ ル ス コ ア を ， 縦軸 に 人

数 を 示 し た ． ス コ ア 0 点 か ら 2 点 が286例
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表 1　 本邦婦人の 多毛 ス コ ア

部　位 評点 判 　 　 　 　定 　 　 　 　法 部 　 位 評 点 判　 　 　　定　 　 　　法

1 辺縁部 に 軽度の 終毛 発生 を み る 1 中央部 に まば ら な 終毛 発生 を み る

1．上 唇部
23 辺縁部に 小範囲の 終毛集塊 をみ る

辺縁部 に 広 範 囲の 集 毛集塊 をみ る
7，下 腹部

23 中央部 に 線状 に 終毛発生を み る

中央部に 帯状に終毛発 生を み る

4 全域 に 終毛集塊 をみ る 4 全 域 に 終毛 発生 を み る

1 先 端部 に まば らな終毛 発生 を み る 11 ／4以下 に 終毛発生 をみ る

2．願　部
23 先端部 に 部分的 な終 毛 集 塊 を み る

全 域で 軽 度の 終毛集塊 を み る
8．上腕部

231 ！2に 終毛発 生をみ る

全域 に 軽度 の 終毛発生 を み る

4 全 域で 高 度の 終毛集塊 をみ る 4 全 域 に 高度 の 終毛発生 を み る

1 乳 首周 囲に 終毛発生 をみ る 1 外側1／4に 終 毛発生 をみ る

3，胸 　部
23 乳 首周 囲 お よ び胸 骨部 に 軽度 の 終毛 発生 を み る

乳 首周 囲 お よ び胸骨部に 高度の 終毛発生 を み る
9．前腕 部

23 外 側1／2に 終 毛発生 をみ る

全 域 に 軽度 の 終毛発生 を み る

4 胸 部全域 に 高度の 終毛 発生をみ る 4 全 域 に 高度の 終毛発生 を み る

1 ま ば ら な終 毛発生 を み る 1 前 面 に ま ば らな 終毛発 生 を み る

4，上 背部
23 中央部 に軽 度 な終毛発生を み る

全 域に 軽度な 終毛発生 を み る
10．大腿 部

23 前 面全域 に 終 毛発生 をみ る

前 面お よ び後 面 に まば らな終毛発生 をみ る

4 全 域 に 高 度 な 終 毛 発生 を み る 4 前 面お よ び後 面全域 に 終 毛発生 を み る

1 仙 骨部 に 終 毛発生 をみ る 1

5．下背 部
23 全 体の 1／2に終 毛発生 をみ る

全 体の 3／4以上 に 終毛発 生をみ る
11，下 腿 部

23
同　 　 　 上

4 全 域に 終毛 発生を み る 4

1 中央部 に ま だ らな 終毛発生を み る

6．上 腹部
23 中 央 部 に 帯状 の 終毛発生 を み る

1／2以上 の 部分 に 終毛発 生をみ る

4 全域 に 終毛 発生 をみ る

衰 2　 対 象症 例 に お け る 月経 異常 と年 齢

症例 数
　 　 年 齢

（平 均 土標準偏 差）

正 常 月 経 群 100 28ユ ±6，9

黄 体 機 能 不 全 群 114 25，4± 5 ，5

排卵 性頻発 月経群 19 24，7± 8．5月
経
異
常
群

排卵 性稀発 月経群 49 25，5± 5，9

無 排卵 性 月経群 42 24，4±5．0

無 　 月　 経 　 群 73 24．9± 6．2

計　　397

（77．5％）， 　3点か ら 5点が 50例 （13．6％），　6点か

ら 8点が 24例 （6．5％）， 9点以上 が 9 例 （2．4％）

で あつ た ．また 5点以上 を示 した も の は 11．7％，

7点以上 を示 した も の は 5．96％， 8点以上 を示 し

た もの は 3．8％ ，
10点 以上 を示 し た もの は O．8％で

あ つ た ．

　次 に 基礎体温の 得 られ た 397例を正 常月経群 100

例 と月経異常群297例 に 分け ， 各群別 の 多毛 ス コ ア

の 分布を 図 4 に 示 した．上段 の 帯状グ ラ フ に 正 常

〔人 1120

100

症　 8D

例　 EO

数　 40

111

7i

443E

　 　 　 　 　 　 　 21
1t
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9

　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 5　
7
　

1
　 5　 3　 4　 1　　 1

D

　 　 O　　l　 Z　 3　 4　　5　 6　 7　　8　 9　 10 　11　 12　 13 　 14　 15　 16　 1ア　 t− ，）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 多 毛 ス コ ア

　図 2　ボ ラ ン テ ィ ア 369名 の 多毛 ス コ ア の 分布

月経群 の 多毛 ス コ ア の 比 率を，下段 の 帯状グ ラ フ

に 月経異常群 の 多毛 ス コ ア の 比率を示 し た ．正常

月経群 で は 多毛 ス コ ア 0点 か ら 4 点 の 間 に 81例
（81．0％），　5点か ら 9点 に は 15例（15．0％），10点
か ら14点に は 4 例 （4．0％），15点以上 に は 1 例 も

認め な か つ た．こ れ に 対 し月経異常群で ば 多毛 ス

コ ア 0 点 か ら 4 点が 178例 （59．9％）， 5 点か ら 9
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　図 3　 ボ ラ ン テ ィ ア 369名 の ホ ル モ ナ ル ス コ ア の 分布
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図 4　 正 常 月経群 お よ び 月経異常群 に お け る 多毛 ス コ

　ア の 比 率

点が 75例 （25．3％），10点か ら14点が 26例 （8．7％），

15点以上が 18例 （6．1％）を認め，月経異常群 に お

い て 有意 に 多毛 ス コ ア の 高 値 を 認 め た （p＜

O．01）．各群 にお け る多毛 ス コ ア の 平均 は，正常月

経群2，8，月経異常群4．8で あ り， 月経異常群 に お

い て 有意に ス コ ア の 高値 を認 め た （p＜ 0．01）．

　同様 に ホ ル モ ナ ル ス コ ア の 分布 を図 5 に 示 し

た ．ホ ル モ ナ ル ス コ ア は 正常月経群 0点か ら 2点

が84例 （84，0％），月経異常群 1841列 （61．9％）， 3

点 か ら 5 点が正 常月経群 9f列 （9．0％），月経異常

群68例（22．9％），　6 点か ら 8点が正常月経群 7例

（7。0％）， 月経異常群 24例 （8．1％） と ス コ ァ が高

値 に な る に 従い ， 月経異常群の 占め る割合が増加

した ．さ らに ス コ ァ が 9点以上 とな る症例 は ，正

常月経群で は 1例 も認め なか つ たが，月経異常群

で は21例 （7．1％）あ り，正常月経群 に 比較 し て 多

毛 の 程度が高 か つ た （p ＜ 0，01）．

　次に こ の 397例 に つ い て 多毛 の 程度 を 各部位別

に 検討 し表 3 に 示 し た ．表 の 左側に 正 常月経群 を ，

右側に 月経異常群 に つ い て 身体を 11区分 し た 各 々

の 部位 の 多毛 の 程度 の 0点か ら 4 点ま で の 比率を

　 　 O　　　　tO　　　20　　　3D　　　40 　　　5D　　　6D　　　70　　　SD　　　DD　　　100　〔％｝

図 5　 正 常月経群 お よ び 月経 異常 群 に お け る ホ ル モ ナ

　ル ス コ ア の 比率

表 3　部位別 の 多毛 程度 の 割 合

多毛 の 点 配　常 月経 多毛の 点 正 　常 月　経
月 経群 異 常群 月経群 異常 群

部位 （％） （％） 部 位 （％） （％ ）

069 ．051 ．9 o78 ．067 ．2
126 ．027 ．o 119 ，026 ．0

1，上唇部 24 、04 ，67 。下腹部 23 ．o6 ．2
31 ．o1 ．7 30 ．OO ，3
40 ，014 ．8 40 ．O0 ．3

o87 ．084 ．8 o8Lo78 ．1
112 ，012 ．2 115 ．O16 ．2

2．頤　部 21 ．O2 、78 ．上腕 部 23 ．o4 ，4
3o ，o0 ．3 31 ．o1 ，3
40 ．00 ，0 4o ，oo ．o

060 ．O50 ．O o74 ．062 ，0
138 ，047 ．6 110 ．013 、8

3，胸　部 22 ，02 ．19 ．前腕 部 215 ．02L5
3o ，oO ．3 31 ．02 ．4
畦 0．0O ．0 40 ，00 ．3

o10D ．O99 ．o 083 ．074 ．7
10 ．OO ．7 17 ，D6 ．4

4．上 背部 20 ．0o ，o10 ．火腿部 25 、D9 ．4
3o ．oO 、0 34 ．D6 ，1
40 、D03 41 ．D3 ．4

095 、O88 ．5 041 』 36．o
． 12 ．O6 ．8 131 ．D18 ，9
．
5．下 背部 22 ，01 ．411 ．

1
ド腿部 217 ．O22 ，8

3E　 1．oI 2．3 3 工o．o17 ．2
41　 o．DI 1，0 41 ．05 ．至

097 、O91 ．2
13 ．08 ．4

6．上腹 部 2
　 　 …
o．o ．　 0．4

し

3D ．Go ，o 1
40 ．00 、G 亅

示 し た ．正 常月経群 は 月経異常群 に 比較 して ，
い

ずれ の 部位 に お い て も 0 点の 占め る割合 が多か つ

た ．
一

方部位別で 注 目す べ き こ とは ，部位 3 （胸

部）で は乳輪部に 終毛の 発生 を認め る症例 が正 常

月経群 40％ ， 月経異常群 5  ％ に 認 め られ た ．ま た
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図 6　 月経異常別 の 多毛 ス コ ア の 分布
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10噌145

−90
噸 点

部位 4C ヒ背部） に つ い て は
， 正 常月経群で は 全

員終毛 の 発生 を認め な か つ た が，月経異常群 に お

い て は 2 ％ に 終毛 の 発 生を 認 め た． し か し部 位

11 （下腿）に お い て は 正常 月経群，月経異常群 と

も 0点 の 占め る 割合は 50％以下 で あ り， 半数以 上

の 症例 に終毛の 発生 を 認め た。

　図 6 に正常月経群お よ び月経異常群を 5群 に 分

類 し
， 各 々 の 群 に お い て 多毛 ス コ ア の 比率を示 し

た ． これ らよ り黄体機能不全群 ， 頻発月経群 ， 稀発

月経群 ， 無排卵性月経群，無月経群の 順に 0点か ら

4 点 の 占め る割合が減少し ， 5点以 上 の 占め る割

合が増加 した （p ＜ 0．01），また 多毛 ス コ ア の 正 常

月経群 の 平均 （（ ）内は ホ ル モ ナ ル ス コ ア ）は

2，8（1．5），黄体機能不 全群4．0（2．2），頻発月経群

3，6（2，1），稀発 月経群 4．9（2．8）， 無排卵性月経群

5．0（2．9）， 無月経群6，6（4．0）で あ り頻発月経群 を

除 くい ずれの 月経異常群 も正 常月経 群 と比 較し て

多毛 ス コ ア が有意に 高値を示 し た （p＜ 0．01）．

　 さらに 月経異常を排卵の 有無に よ り分類 して み

る と， 黄体機能不全群 ・ 頻発月経群 ・稀発月経群

の 排卵 の あ る群は 無排卵性 月経群 と無月経群の 無

排卵群 と比 較 して 多毛 の 頻度 が少 なか つ た ．

　　　　 　　　　 考 　　案

　多毛症の 原因 と して は，1）卵巣ある い は 副腎か

ら の ア ン ドロ ゲ ン の 過剰 分泌 ，
2）米稍組織で の

Prehormone か ら ア ン ド ロ ゲ ン へ の 転 換量 の 増

加，3）性ホ ル モ ン 結合蛋 白の 減少 ， 4）皮膚に お

け る標的臓器 で ある毛 嚢の ア ン ドロ ゲ ン 感受性 の

亢進 な どが挙げ られ る
15）．こ れ ら の うち，1），2），

3）の ア ン ドロ ゲ ン の 過剰 お よ び 性 ホ ル モ ン 結合蛋

白の 減少は ，多毛 ・座瘡 ・脂漏 な ど の 美容上 の 問

題 の ほ か に 無月経 ・排卵障害など の 月経異常を伴
い 不 妊 の 原 因 と な り うる こ とが 多 い と報告 され て

い る
6）9｝．し た が つ て ， 婦人 の 体表部 に お け る系統

的発毛状態 を把握 ・理解す る こ と は
，

こ れ ら月経

異常の 診断 ・治療 を行 う上 で 重要で ある と考 え ら

れ る．

　 本 研究に お け る多毛 の 判定に 際 し て は，現在最

も広 く用 い られ て い る Ferriman　and 　Gallwayの

考案 し た 基準を準用 し た
7）
．そ の 結 果 ，

ボ ラ ン テ ィ

ア の ホ ル モ ナ ル ス コ ア が 8 点 以上 を示す もの は

3．8％で あつ た ．こ れ に対 し Hatch　et　al．11｝は 閉経

前の 婦人に つ い て ホ ル モ ナ ル ス コ ア を計測 した結

果 ， 8点以上 を示 した もの は全体の 5 ％を 占め こ

れ を多毛症 と診断 し た ． こ の 成績を今 回 の われ わ

れ の 調査成績 と比 較す る と，本邦女性 に お い て は

欧米女 性に 比較 し て 多毛症 の 占め る割合が低 い と

考 え られ る，

　次 に ホ ル モ ナ ル ス コ ア を ， 正 常月経婦人 に 限 つ

て み た場合 ， Ferriman　and 　Gallway’）Vま18歳か ら

38歳の 正 常月経婦人 161例 に つ い て調査を行 い ，5

点以上 を示す もの が 9．9％ ， 7点以上を示す もの が

4．3％で あつ た と述 べ て い る．著者 らが行 つ た 正常

月経群 の 調査 で は
， 5 点以上を示 す症例が 7 ％ ，

7点以上 を示す症例が 0．4％で ，欧米女性 と の 間 に

差を認め た ．

　部位別 の 多毛 を検討す る と ， 乳輪部 に お い て は

欧米婦人 と比較 し ， 本邦婦入は 終毛 の 発生 を認め

る症例が多 い 傾 向が認め られた．

　また部位 10 （大腿）お よび部位 11 （下腿），すな

わ ち下肢 に お ける，本邦婦人 の 終毛 の 発生 は 欧米

婦入 に 比 し て 少な い 傾向が 推定 で きた ．

　同様の こ とを部位 9 （前腕），す なわ ち上肢に っ

い て 検討 して も，本邦婦人は 欧米婦人 に 比較 して

終毛 の発生が 少な い と推定された ．し か し，その

他 の 部位 に つ い て は ，ほ ぼ欧米婦人 と本邦婦人は

同程度で あつ た ．

　以上 の ご と く四肢の 発毛に 関 し て ，欧米婦人を

本邦婦人 と比較 し た 場合 ， 欧米婦 人 の 終毛の 発生

が高 く，また ア ン ド卩 ゲ ン と終毛 の 発生 と の 問 に

関係な い とい わ れ て い る 下 腿 ， 前腕 の 終毛の 発生

が高 い こ と か ら，多毛症 の 診 断 に は，遺伝的，人

種的要因 を考慮す る 必 要がある と考 え ら れ る．

　第
一

に ， 本邦婦人 に お い て 多毛症 の 診断を行 う

場合に は ，上 肢 ・下肢 ともに 終毛 の 発生が欧米婦
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人 と比較 し て 極端に 低 い こ とか ら， 全 11ヵ所の 部

位 に 対 し て 多毛 の 程度 を測定 し ， 総合的に 多毛症

の 診断をす べ きと考え られる ．第二 に，多毛程度

の 評価法 に 関 し て も，欧米婦人 に 考案 された Fer −

riman 　et　aL の ス コ ア は ， 多毛の 程度が全体 に低 い

本邦婦人 に 準用す るの は 不 適当 と考 えられ る．そ

こ で
， 本研究 で は

， 以上 の 点を勘 案し ，
Ferriman

and 　Ga11wav の 基準 を本邦婦 人用 と し て 一・部改

変 し
， 評点 に 使用 し た ．す な わ ち下肢 に つ い て は

前面に 終毛の 発生 を認め ， まば らで ある もの を 1

点，前面全体 を覆 うもの を 2 点，下肢 の 後 面に終

毛の 発生が お よ び後面に 半分覆 うもの を 3 点，前

面 も後面 もす べ て 終毛で 覆わ れて い る もの を 4点

とした．

　 さ らに，多毛症 の 診断基準に 関 し て も， Hatch

et　al．
11 〕が 行 つ た と同様 に 閉経前 の 婦人 の 多毛高

域 5 ％を多毛症 と い う基準に 従 えぽ
， 著者 らの 調

査結果に お け る95パ ー
セ ソ タ イ ル を こ え る もの ，

すなわ ち 多毛群 5 ％は ，多毛 ス コ ア 11点以上 ，
ホ

ル モ ナ ル ス コ ア 7点以上に 相当 した．さ ら に 正常

月経婦人の うち 5 ％を多毛症 とし た 場合に も， 本

邦婦人 で は多毛 ス コ ア 9点以上 ，ホ ル モ ナ ル ス コ

ア 6点以上 となる． した が つ て
， 欧米婦人 に対す

る多毛症の 診断基準をそ の ま ま本邦婦人 に 適応す

る こ と は 妥当で な い こ とが 明 らか と な つ た ．

　最後に 月経 と多毛 に つ い て 検 討す る と ， 今回 の

調査で は ，月経異常群は 正常月経群 に比較 し て 多

毛の 程 度が高 く， また無排卵群は排卵群 に比 して

多毛の 程度が高い こ とが 示され た．また血 中の ア

ン ド ロ ゲ ン の 代表 で ある Total　Testosterone と

多毛 ス コ ア の 間に は 有意 な相関関係を認め る との

報告
z ）4）10 ）13 ｝もあ り，ア ン ドロ ゲ ン の 過剰 が月経異

常を 惹起す る と同時 に ， そ の 随伴症状 とし て の 多

毛 を発現 し た こ と を示唆する も の と考 えられ る．

　 こ れ らの こ とよ り， 多毛 ス コ ア の 高値を示す症

例 に お い て は ，排卵障害の み で な く ， 黄体機能不

全に 対 して も ア ソ ド P ゲ ン が関与 し て い る こ とが

考え られた ．

　本 論 文 の 要 旨は 第37回 日本産科婦 人 科 学会学術講演会

（昭 和60年 4 月 6 日，福 岡） で 発表 した ．
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